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道南地方に於ける吸虫類の研究（第 1報）

医学博士 岡本ニ一三

函館岡本病院

緒言

私は北海道内，道南地方に於ける奴虫類の研究を志し，

昭和13年7月以降i函館市近郊の淡水産貝類特に「モノ

アラガイ Lymnaea(Radix) japonica Jay.を主なる検

索目標として繰り返えし，二，三の知見を得たので，二，

三の項目を分ちて記載する。

私は昭和 13年 7月上旬函館市近郊茂辺地の小沼に棲

d息する「モノアラガイ」を検索して多数の「セルカリア」

の寄生を見つけ， A,B二種の寄生を区別し各「セルカ

りアJの成育を治及して，動物実験上 A,B二種の収虫

をま白及し得た。更に各政虫に関して中間宿主間の泊及並

に其の他に就て検索を重ね，その成虫及び第二中間宿主

の遁加等を知り得たので、その詳細を報告する次第であ

るo

第 1篇 函館近郊産「モノアラガイ」に寄生

する A種「セルカリア」に就て

私は昭和13年 7月来函館近郊上磯郡茂辺地産「モノ

アラガイ」に寄生する「セルカリア」を検索して A,B 

二種を区別し得て，遁及検索の結果Aは「エキノストマ」

科既虫にBは「レポデルマ・ムリユ」成虫に発育するこ

とを同年11月の函館市医事講究会席上に第一報として

その一部を報告した。

更に昭和13年9月以降，同年10月の期間にA種「セ

ルカリア」に就て，検索追及し得たA種庇虫の発育史そ

の他を記述するO

第 1章 A種「セルカリア」及び「レヂ・ア」の形態並

に構造，

附記： 淡水産貝類「モノアラガイ Jに就て，
最初私の本研究の対照検索物として採り上げたる「モ
ノアラガイ」は北大水産学部前身，！函館高等水産学校

教援理博小林佐太郎氏の御支援に依り昭和13年東京
理犬滝博士の同定に依り分類学上 Lymnaea(Radix 
japonica Jay，であると御教示を受けたものであるO

Fuhimi Okamoto: Experimental studies for Tre-

matodes in the south of Hokkaido, Part, No. 1. 

(Okamoto Hospital, Hakodate, Japan) 

第1節「レヂアJ

画館近郊（茂辺地）産「モノアラガイ J には約65必

の多数にA種「セリカリア」の寄生を認めた。そして感

染貝内には肝臓部に主として，二種の形態を区別するレ

ヂアの存在を認め，その一つは第一次レヂア，他は第二

次レジアと称すべきものであるO

第 1項第一次レヂア

第一次レヂアは形円柱，状体は軟弱淡友色を帯び前後

両端僅に狭小体表滑沢にして，体の前後両端部に近く左

右有対性脚様膨陸部を有す。脚様膨隆部は伸縮運動をな

し前部のそれは突出し，脚肢様運動をなし， l投縮陥浸し

ては休を細狭にして前進に使にするが如き状を呈す。

成熟レヂアの大さは， 長径 0.990mm，幅径0.385

Ill.ill体の前端部には漏斗状の口腔ありて，直に大なる咽

頭に連る。咽頭は筋肉質より成り球状にして，大さ長径

0.222mm，幅径0.211mmあり O 腸管は短き制き食道

部様管を以て咽頭に連り，可成り太く体の後隆起部に泣

く濯し，内に淡寅褐色の内容物を包容す。体内には数箇

の第二次レヂアを形成包蔵するを認め，外に拾数箇の穎

粒状物質を蔵する犬小の楕円形包体が遊離存在する。

第2項第二次レヂア

第二次レヂアは形状第一次レヂアに近似し大さは犬小

種々の階程を呈し，その発育せるものに就ては長荏1.499

mm，幅径0.277mmあり O 脚様隆起部は第一次レヂア

と同様なるも，前隆起部は引込めて，後隆起部のみを突

出して居るものもあるD 体の前端，中央部には漏斗状の

口腔があり，その下部には楕円形の筋肉質より成る咽頭

があるO 咽mlは第一次レヂアに比すればー濫に小形にし

て，犬さ長径0.055mm，幅径0.042mmを算し， P因頭

肉質部の厚さ 0.008mmを計す。咽頭の大小は第一次

レヂアと，第二次レヂアを区別するー標徴であるO 腸管

は食道を区別し難く直に咽頭に通り，脅曲，或は不正螺

旋状に捻じれて，体の後端に近く後隆起部附近で官端に

終る。長径1.022mrn，幅径o.058mmあり。腸内には

淡黄色の内容物を蔵す。成熟レヂアには（3～5）箇の成熟
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セルカリアと数箇の駈種を蔵す。レヂ‘ア内の成熟セノL：カ

りアは感に伸縮乃至遊走運動するを認むD

第2節成熟A種セルカリア

成熟セルカリアは紡錘形の体躯と細長き尾部より成

り，尾部は体躯後端の切れ込みに深く陥入して連結す。

生けるセルカリアは活漉なる運動をなし，体躯は伸縮し

て前後左右に進み，尾部は振子様に或は伸縮して，盛に

運動をなし，水滴中に於ては，跳躍操運動をなすものあ

り。

体艇の犬さは長径0.377～0.297mm（平均0.335mm)

幅径0.219～0.175mm（平均0.195mm）あり。尾部は

長径0・556～0.411mm（平均0.498mm）尾根部の幅径

0.086～0.050 mm  （平均0.069mm）あり。

口吸盤は体の前端腹周に在りて球形で， 縦径0.056～

0.047 mm  （平均0.053mm）幅径0.058～0.053mm  

（平均0.055mm）あり。

腹既躍は体のffl科E中央に位置し球形で口奴盤より僅

に大きく縦径 0,064～0.053mm  （平均0.058mm）幅径

0.069～0.058 mm  （平均 0.062mm）であるO

咽頭前P因Nfiは甚だ短く，咽頭は瑚f~～梨子状で、あって

筋肉質より成り，縦径 0.027～0.025mm  （平均0.026

mm）幅径 0.025～0.019mm（平均0.023mm）であるO

食道は 0.089～0.083mm幅径0.006mmであって，

下部は腹庇盤の直前で、左右の腸管に分岐するO 腸管は臓

器細胞に覆われ体の両側を下行すO 腹庇盤の後方には鈍

三角形の排世嚢存す。嚢内は空虚で前縁は左右の排、准管

に遁ず。排世管は腹既盤の下部より柏、叫直径を増し其の

両側を僅に迂曲上行して咽頭に近く急に著しく細狭とな

り，口政盤下部に於て屈曲廻転す。排世管内には屈光性

に宮む，大小の光輝ある球状頼粒体の連続を認む。この

球状体はセルカリアの発育と共に，その犬さを増し，其

の数各側に於て 20～25箇内外を1:i：す。

口既盤の周囲には薮糠の発生，未だ明瞭ならず。咽頭

以下の後体部には多数の臓器原基細胞の密集するを認

むo

第1章 A種被嚢幼虫及び第＝中間宿主，

第 1節 A種被嚢幼虫の形態及び構遁，

モノアラガイ内に於ける被嚢幼虫に就て検索するに，

成熟被嚢幼虫は形球状で，襲壁は硝子様同質性の透明な

る内外二層より成り，厚さ 0.005～0.003mmである。

包装は長径0.194～0.172mm  （平均0.184mm）短径

0.192～0.153 mm平均0.180mm）あり。霊室内の幼虫

は体表に微細なる及束事を有す。幼虫は常に体を屈曲し，

( 41 ) 
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時々体位を移動す。其の都度排世管内の頼粒は流動する

の状を認むD 間部には顕冠を繰りて 28本の歯車京を有し，

内8本は肉質隆起部の腹面に，各側4本宛発生し，他の

20木は＠J琶の外背側に配列す。

口吸盤は体の前端腹面にありて球形を呈し縦径0.055

～0.042 mm  （平均0.049mm）幅径0.058～0.050mm  

（平均0.057mm）なり O 市j咽NJIは甚だ短く，次で球形

の咽頭あり O 咽Mi；は球形乃至僅に梨子状で長径0.027～

0.025 mm（平均0.026mm）幅径0.025～0.019mm（平

均 0.023mm）なり。腹吸盤は体の中央に位し，棋楕円

形で縦径0.055～0.050mm（平均0.053mm）幅径0.064

～0.055 mm（平均0.060mm）であるO 之等の政盤及び

咽頭は筋賀市日織より成る。食道は柏、け町長く腹吸盤の直

前に於て，左右の腸管（腸脚）に分肢す。腸管は体の両側

を下降し百端に終る。排、准襲は腹妓盤の後方にて，体の

正中線に一致して存在す。排世管は甚だ太く，体の両側

に於て湾曲蛇行して，腹?lit:盤を抱き囲む状をなし，内に

犬小の屈光性に官む球状休を包容し，球状体は二重の輪

状をなして認めらるO その数は左右同数ならず多少種々

にして， 20～30箇内外を算す。

第2節 A種吸虫の第二中間宿主，

A種「セルカリア」寄生の「モノアラガイ」の肝臓部

其の他の体肉内には，被襲幼虫形成を営めるもの多数を

散見する・。即ちA種「セルカリアJは「モノアラガイ J

内に於て，被襲形成を営むものであり，縦而「モノアラ

ガイ」は第一中間宿主であると同時に第二中間宿主であ

ることを長日る。

其の他の第二中間宿主に就ては，将来の共棲実験に伴

い，攻究を続行中であるo

第3章 A種被聾幼虫を以て誌むる動物実験成績

予め既虫類の寄生なきを糞便検査上確認したる白鼠，

を試用して，成庇虫に発育するのを確認する事が山来

TこO

白浪を試用した実験成讃の結果にては本吸虫は既に与

食後28日経、過（ 4週間）に於て成政虫に発育完了を知る。

40日以上経過に於ては成虫発育は更に犬にして箆形の

成唆虫を確認した。

動物実験にて木股虫の好寄生部位は，何れの場合に於

ても，小腸上部，殊に十二指腸部に占居するものの如く，

小腸中部以下には之を認めず。其の寄生状況は常に虫体

頭部を粘膜面に突込んで段着して居るものの如しO 英rrく

て本殴虫の好守生部位は十二指腸部であると思考する。

向お本殴虫の実験的終末宿主のーっとして白鳥を挙
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げ，白胤の腸内に於て長期間47日経過に於ても，寄生

生活を継続するを認めた。自然状態に於ける終末宿主と

して，煎J類，（溝胤）が該当する事を，実験成績上確認し

たが，後述する処なり。

第4章 A種吸虫の形態及び構造閉その卵子外形

木股虫は概して納長， 箆形を呈し，背腹に扇平であ

るO 前端部は狭小にして，その尖端に鈍三角形の頭冠を

存し，体の後端部は前端部より稀 E鈍円である。 5%フ

ォルマリ γ水滴下，軽圧加の成熟既虫の新鮮標本の計測

にては，大さ長径11.500～9.500mm（平均10.571mm) 

幅径は卵巣上部位に於て， 最も幅広く 2.000mmで体

の外表には硝子様透明の角質層ありて，全体を被覆し，

微細なる皮糠は前休部民密生するも，後方に疎となり，

腹殴盤後方附近に至りて停止するO

頭冠体の前端には口！汲盤を囲践する腎臓形，肉質隆

起部即ち頭冠あり。其の両翼は梢 E側方に突出して，隅

葉を成す。

頭冠，横径0.444mm内外ありo頭冠には肉質隆起

部の外縁に並行し，尖端を後方に向け発生する，頭刺即

ち歯糠あり。本吸虫に於ける歯車京の数は 28本にして，

左右の隅葉には各4本宛ありて，少しく大にして角刺を

形成す。他の 20本は肉質隆起部を外背側に環行し，交

互に微か前後に並列発生するO

歯車京の大さは隅葉に在るもの，長径0.055～0.053mm,

幅径 0.017～0.014mm，背面其の他に在るもの長径

0.050 mm，幅径0.011mmを計す。

吸盤 口！庇盤は体の前端にて頭冠の側腹部に関口し略

主球形で犬さ縦径0.244～0.188..mm（平均0.228mm) 

幅径0.266～0.244mm  （平均0.257mm）あり。

腹既盤は体の3分節の第一分介線上，又はその前縁に

位し，球形乃至楕円形で， 口庇盤に比し甚しく大であ

るO 大さは縦径 0.800～0.755mm  （平均0.774mm）幅

径 0.811～0.711mm  （平均0.741mm）な 1)0 

消化管 口腔は口既艇の中央に開き，それに次で甚だ

短き前咽頭あり，長さ 0.015mmで‘あるO 咽頭は之に

接続す。咽頭は寧ろ梨子状であって，筋肉質より成り，

縦径0.244～0.233mm  （平均0.236mm）幅径0.222～

0.177 mm  （平均0.198mm）なり。食道は短縮し，縦

径 0.400～0.333mm  （平均0.371mm）幅径0.055mm  

で、あるO 食道の下部は腹吸盤の前方に於て，左右の両腸

管（腸脚）に分岐す。腸管は左右共に体の側縁に沿い，

後走し体後端に近く百端に終る。

雄性生活器
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雄性生殖器には皐丸輸精管，陰茎襲あり O 皐丸は体長

の略k中央に前後に位置す。形は長楕円形で辺縁は多少

浅き載痕を有す。前皐丸の大さは縦径1.111～0.777mm

（平均0.904mm），幅径1.222～1.000mm  （平均1.125

mm）後豊丸は縦径1,266～0.644mm（平均1.109mm)

幅径1.022～0.777mm  （平均0.891mm）である。概

して前皐丸よP後翠チLが少しく小さし、。

輸精管は前皐丸より発するものは，左上外側部より発

し，前宰丸に於けるものは，右上外側部より発し，両者

は各腸管の内側を並行上表し，卵巣の位置より，稿 k相

接近し，子宮の背側を廻りて陰茎嚢下端に蓮す。陰茎襲

は腸分岐部の直下部にて腹殴盤との聞に介在し，襲の後

端は腹吸盤の略弘中央まで達するものあり，形は楕円形

で大さ縦径 0.722～0.666mm  （平均0.690mm）幅径

0.277～0.166 mm  （平均0.233mm）である。袈内には

貯精嚢，嬬護腺，射精管，陰茎を蔵す。射精裂は二室に

溢れ，裂の後半大部分を占む。蹴護腺は貯精襲より射精

管を発す9生殖孔は腸管分岐部の下端，正中線上に関口

す。

雌性生殖器

雌性生殖器には卵巣，輸卵管，メーリス腺（卵殻腺），

卵黄巣，子宮， ラウレノレ氏管等なり。

卵巣は前皐丸の前方，正中線より梢 k右側に偏在し，

形正円にして，縦径0.400～0.355mm（平均0.380mm) 

幅径0.500～0.444mm  （平均0.453mm）あり。輸卵

管は卵巣の背面より起り内下方に達し，卵殻腺の背上部

に蓮す。卵殻腺（メ F Pス腺）は卵巣と前皐丸との聞に

て正中線上に位し，棋楕円形で穎粒状の実質より成り縦

径 0.423mm横径0.624mm内外あり Q 卵黄巣は体の

左右両側部に分布し，上部は卵巣の下際に相当する部位

以下の体側部より始まり，以下後体部に分布す。卵黄管

は前皐丸の前端にて左右より発し，卵殻腺の下際にて合

流し背側を走り，輸卵管に関口す。子宮は卵巣及び腹殴

牒の間に介在し，両腸脚聞を数回迂曲上行し，腿を経て，

生殖孔に蓮す。ラウレノレ氏管は掛j殻腺関口部よりも柏主

前方に於て，輸卵管より分離し，体の背側正中線よりも

左側に偏し外部に閉口す。

A種既虫の卵子

本庇虫の卵子は卵円形，その色微黄色を帯ぶ，大さ（平

均）長径0.123mm，幅径 0.080mmにして卵殻は二

層より成仏外層は厚く，内層は非薄であるO 卵の両端

は狭小し，前極に薄き小蓋あり。小蓋のl幅径 0.027mm  

を計す。小蓋の接続縁は卵殻縁と，同一線上にありて平
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附図説明

1) 上磯郡茂辺地村の採集池沼．

~） 本吸虫のレヂア及びメタセ lレカりア

（拡大 TOO倍）．

3）本吸虫の頭冠にある頭部歯車車（拡大100倍）．

( 43 ) 

(Fig. I.) 

4), 5), 6）本成虫の頭部，腹部，尾部

（拡大20倍）

( 5 ) 
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担である。後極は卵殻が微に肥厚の傾あり。卵殻内には

箇の卵細胞と多数の卵黄細胞とを蔵す。卵細胞には正円

形で，前極に近く 正中線上にあるo

第 5章考察

以上の実験成績に依 り考察するに， A種!N虫はその形

態， 体制，及び卵子の形状，某の他本殴虫の発育史等 よ

り， 先ず「エキ ノス トマ」科既虫に属するものである と

云う事は明白である。

形態並に構造，その発育上よ りA種股虫は上記「エキ

ノス トマ」科既虫の Echinostomahortense Asada, 

1926.に一致を認め嘗て，本政虫のホルマリ ：／JJ＼：浸涜の

本標本を浅田｝I民一博士に；室り同定を依頼し，本既虫が，

北海道に存在するのが分布学上，興味深きを推'.U・せられ

たるものである。

i白記

欄筆に臨み本成政虫の同定を煩わしたる浅田博士の御

懇情と幾度の御指教に京心より感謝するものなり。
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